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  本研究では 1,1-ジフェニル-2-ピクリルヒドラジル (DPPH)を鍵触媒として用いた新しい酸化触媒シ
ステムを見出した。DPPH と WO3/Al2O3を組み合わせることにより、従来困難であった酸素分子によ
る第 1 級アミンからオキシムへの高効率酸化が可能になった（eq 1）。DPPH は安定なラジカル化合物
で ESR の標準物質やラジカル捕捉剤として利用されているが、これまでに触媒として用いられた例は
ない。脂肪族アミン、脂環式アミンの酸化は、対応するオキシムを高収率で与えた。また反応性官能
基を有する第 1 アミンの酸化では化学選択的に置換オキシムが高収率で得られた。第 2 級アミンの酸
化では対応する二トロンが得られた。本システムでは、DPPH は電子メディエーターとして作用する。





























































性、選択性を示すことを見出した (eq 3)。担体に Au のみを担持した触媒は、AuNiOxに比べて活性及
び選択率が低下した。また Au-Ni 合金触媒の活性及び選択性は大きく低下した。AuNiOxの酸化エス
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AuNiOx ナノ粒子は，Au ナノ粒子を核とし，その表面が高酸化状態の NiOx で被覆されたコアシェ




な化合物である．本触媒システムは、年産 10 万トンの MMA 製造プラントにて実用化された。 
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